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[要旨]

{はじめに}宮崎大学医学部附属病院(UMH:University ofMiyazaki Hospital)で、は、

電子カルテを稼働して約10年分の診療情報を蓄積しており、診療情報が意味的に構造

化されている。この蓄積された診療情報を診療支援に使うためにアラートシステムを開

発することとした。本研究の目的は、アラートシステムを電子カルテに搭載することを

可能にするアラートフレームワークを構築するとともに、知識のモデリング手法を明ら

かにすることである。

【対象と方法]UMHで働く多職種の職員に、事前に予備的なアラートのフレームワー

クを作成し、ヒアリング、を行った。ヒアリング方法は、訪問調査を行い、対象者にそれ

ぞれの部署に必要なアラートメッセージについて、自由に語ってもらう方式をとった。

ただし、事前に予備的なアラートのフレームワークを作成しておき、このフレームワー

クに沿って不足する情報について、その場で質問を追加した。今回のフレームワークは

電子カルテにおける個々の患者のアラートメッセージを想定しているため、個々の患者

に紐付かないアラートは対象外とした。また、ヒアリングの結果を基に、予備的なアラ

ートのフレームワークをより詳細な構造に修正し、最終的なモデル構築を行った。

【結果】今回のヒアリングで得られた実践知を基に、より詳細なアラートフレームワー

クを開発した。基本点なフレームワークの構造として、一般的なエキスパートシステム

で使われているIf-Then形式を用いた。前件部ではアラートの発火に必要な患者抽出条

件を設定可能とした。後件部ではアラートメッセージの後に処理すべき診療内容を設定

可能とした。また、具体的なアラートメッセージ内容を設定可能とした。以上よりフレ

ームワークの大きな構造として、 ( 1 )ヘッダ一部、 (2 )前件部、 ( 3 )後件部、 (4) 

メッセージ部の4つを設定した。

【考察・結語]ヒアリングで得られた実践知の分析から、求められるアラートにはリス

クの発生原因として4つのパターンがあると考えられた。



第一に、患者状態自体にリスクが含まれているパターンで、化学療法実施中の患者の

白血球が低下しているリスクが該当する。第二に医療行為自体にリスクが含まれている

パターンで、ワーファリンによる抗凝固療法実施中の患者に納豆を含む食事を提供する

リスクが該当する。第三にその両者にリスクが含まれているパターンで、イオン系造影

剤アレノレギーによる禁忌の患者に、放射線CTオーダーにおいてイオン系造影剤の使用

指示を出すリスクが該当する。第四iこ医療行為の連続性または随伴性が欠知するパター

ンで、継続して使用する定期の処方が切れるリスクが該当する。これら4つのパターン

に対応するために、フレームワークではアラートの発生に必要な患者抽出条件に複数の

条件を設定できるように配慮した。

医療におけるエキスパートシステムの取り組みは、数多く存在する。例えばスタンフ

ォード大学で開発された Mycinは、伝染性の血液疾患を診断し、抗生物質を推奨する

ようにデザインされている。このように、これまで取り組まれてきたエキスパートシス

テムは、特定の分野に限局されている。しかし、我々の取り組みは、診療におけるあら

ゆる実践知を対象とし、汎用性を持たせている点でこれまでと違っている。

近年、人工知能の分野では機械学習が大きく取り上げられている。しかし、今回のヒ

アリングで得られた実践知は機械学習で自動的に抽出出来るとは考えにくく、医療にお

いてはエキスパートからの実践知に基づくルール開発が有用と考えられた。ただし、ア

ラートに何らかの関値を設ける場合などは関値の設定に機械学習を取り入れることは

有効と思われる。

今回開発したアラートフレームワークは、設計項目を詳細に定義しているため、電子

カルテへの実装が容易であると考えられる。プレームワークの項目はデータベースの項

目に置き換えることが容易であり、また If-Then形式であるため機能が単純である。

我々は今後の取り組みとして、このフレームワークを電子カルテに実装し、その運用経

験を基にフレームワークを改善していくつもりである。

このように電子カルテの膨大な診療情報を基にアラートメッセージを自動的に生成

することにより、医療従事者の個人的な能力に依存しない医療安全の取り組みが容易と

なり、医療の質の向上に貢献するものと考えられる。

今回ヒアリングによって得られたアラートのための実践知を基に、より詳細なフレー

ムワークを作成した。今回対象となった実践知については、全て一つのフレームワーク

で表現可能であった。

本研究により、現場の実銭知をアラートシステムとして電子カルテに搭載することを

可能にするアラ}トフレームワークを構築することが出来た。また、1:::アリングによる

実践知によりアラートノレールを導き出す手法は、アラートフレームワーク開発における

知識のモデリング手法として有用であることが証明された。
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